
仏
身
論
思
想
の
展
開
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『
大
乗
荘
厳
経
論
』
を
中
心
に
｜

大
正
大
学
真
言
密
教
学
博
士
課
程

全

，まョ
万言

樟

（東
赫
）

紀
元
二
、
三
世
紀
に
存
J

在
し
た
と
い
わ
れ
る
竜
樹
の
般
若
中
観
に
お
い
て
は
、
色
身
と
法
身
と
の
二
身
説
で
あ
っ
た
が
、
紀
元
四、

五
世
紀
に
存
在
し
た
無
着
、
世
親
の
瑞
伽
唯
識
説
で
は
、
報
身
と
い
う
仏
身
観
が
現
わ
れ
て
二
身
説
が
三
身
説
と
な
り
、

そ
こ
に
仏

身
論
の
重
要
な
展
開
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
考
で
は
、
初
期
唯
識
経
典
と
い
わ
れ
て
い
る
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
を
中
心
と
し
て
、
竜
樹
・
無
着
・
世
親
へ
展
開
さ
れ
る

仏
身
論
を
考
察
し
て
見
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
ご
竜
樹
の
二
身
説

竜
樹
は
、
彼
の
著
『
大
智
度
論
』
に

わ
世
間
法
一
小
田
端
出
世
間
、
出
世
間
法
一
小
点
世
用
、
世
間
法
即
是
出
世
間
、
出
世
間
法
即
是
世
間
」

h
法
身
者
不
可
得
空
。
不
可
得
法
身
者
諸
法
因
縁
辺
生
。
法
無
有
自
性
」

h
復
次
般
若
波
羅
蜜
即
是

一
切
十
方
諸
仏
母
、
亦
是
諸
仏
師
」
ぜ
Z

肘
仏
法
中
有
L
Z到
。
一
者
世
諦
、
二
者
第

一
義
諦
、
為
世
諦
．
故
説
月
衆
生
、
為
百
一
義
諦
－故
説
・味
生
無
所
有
『
」

h
復
次
仏
坦
二
穫
身
・
。

一
者
法
身
二
者
色
身
。
法
身
是
真
仏
、
色
身
為
壮
苅
故
有
」
と
し
て
、
世
諦
の
為
に
有
を
説
き
、

第

一
義
諦

の
為
に
無
を
説
き
、
し
か
も
こ
の
諸
法
有
と
法
性
無
と
は
永
く
対
立
す
る
の
で
は
な
く
、
互
に
不
堆
の
も
の
な
る
こ
と
を
説
い
て
、

常
断
の
二
辺
に
偏
世
ざ
る
中
道
実
相
こ
そ
真
実
の
境
地
で
あ
る
と
い
う
根
本
思
想
が
、
仏
身
論
に
も
作
用
し
て
い
る
こ
と
を
見
る
の

で
あ
る
。
い
わ
ば
、
竜
樹
が
ニ
身
論
を
立
て
た
こ
と
は
、
仏
陀
の
正
覚
の
内
容
で
あ
る
縁
起
の
究
寛
の
あ
り
方
と
し
て
の
勝
義
諦
が
、
四
聖

諦
な
る
世
間
的
実
用
の
教
法
と
し
て
説
定
せ
ら
れ
、
そ
し
て
そ
の
世
俗
諦
な
る
教
法
に
よ

っ
て
、
わ
れ
わ
れ
人
間
は
勝
義
諦
に
入
ら

し
め
ら
れ
る
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う。

即
ち
、
竜
樹
は
般
若
波
羅
蜜
多
の
空
性
勝
義
諦
が
世
間
的
実
用
の
世
俗
諦
と
し
て
展
開
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
類
の
救
済
が
考
え

ら
れ
て
い
く
と
い
う
思
想
よ
り
、
法
身
と
色
身
と
い
う
二
身
説
を
立
て
た
の
に
外
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
あ
ぺ

ミ
ご
諭
伽
唯
議
派
の
三
身
説

こ
の
諭
伽
唯
識
派
は
唯
識
説
で
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
具
体
的
な
能
所
対
存
の
全
て
の
存
在
は
、
心
即
ち
識
の
み
の
内
容
で
あ
り
、

し
か
し
そ
の
識
は
妄
分
別
の
根
源
で
あ
る
か
ら
識
を
智

へ
転
換
す
，
べ
き
だ
と
い
う
立
場
を
取
る
。
即
ち
、
こ
の
思
想
は
識
の
転
換
に

よ
っ
て
能
所
な
る
分
別
の
位
聞
の
了
得
が
知
覚
せ
ら
れ
な
く
な
り
、
未
知
覚
で
あ
っ
た
空
性
勝
義
諦
が
知
覚
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

と
い
う
、
い
わ
ば
能
所
の
有
執
に
促
わ
れ
て
い
た
有
執
的
知
覚
（
識
）
が
有
執
に
促
わ
れ
な
い
無
執
的
知
覚
（
智
）
へ
と
そ
の
住
地
を
転

回
す
る
と
い
う
転
識
得
智
を
め
ざ
し
た
回
心
ぜ
て
あ
る
が
、
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
は
こ
の
転
識
得
智
に
つ
い
て
、

わ
四
智
鏡
不
動
、

コ一
智
之
所
依
。
八
七
六
五
識
、
次
第
転
得
故
。

釈
目
、
四
智
鏡
不
動
三
智
之
所
依
者
。

一
切
諸
仏
舟
四
種
空
。

不
動
為
相
、
恒
為
余
三
智
之
所
依
止
。
何
以
故
。

三
智
動
故
。

一
者
競
智
、

二
者
卒
等
智
、

三
者
観
智
、
四
者
作
事
智
。
彼
鏡
智
H
A

八
七
六
五
識
次
第
転
得
故
者
。
転
開
八
識
畑
山
鏡
皆
、
五
第
七
識
得
＝
卒
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等
智
ぺ
転
第
六
識
得
観
智
、
転
前
五
識
得
作
事
智
。
是
義
応
知
」
と
し
て
、

煩
悩

・
所
知
の
二
障
の
所
依
処
で
あ
る
諸
識
を
転
じ
て
、
順
次
に
大
円
鏡
智
・
卒
等
性
智
・
妙
観
察
智
・
成
所
作
智
を
得
る
と
説
い

て
い
る
。
し
か
し
こ
の
諭
の
党
文
に
よ
れ
ば
、
「
大
円
鏡
智
は
不
動
な
り
、

三
智
は
そ
れ
に
依
止
す
、
卒
等
性
と
妙
観
察
智
と
成
所

作
智
と
な
り
」
ま
た
焚
文
の
注
釈
文
に
も
、
「
諸
仏
に
四
智
あ
り
。
鏡
智
と
卒
等
性
智
と
妙
観
察
智
と
成
所
作
智
と
な
り
。
鏡
智
は
不

動
な
る
も
三
智
は
動
に
し
て
そ
れ
に
依
止
す
U

と
説
く
の
み
で
あ
っ
て
、
諸
仏
の
四
智
の
名
は
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
未
だ
転
識
得
智

の
意
味
は
明
瞭
に
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
意
味
で
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
は
転
識
得
智
の
思
想
が
形
成
さ
れ
る
過
渡
期
的
位
置
に
立
っ
て

い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
即
ち
、
こ
の
転
識
得
智
の
思
想
は
『
解
深
密
経
』
↓
『
瑞
伽
師
地
論
』
に
発
展
し
、
さ
ら
に
『
仏
地
経
』
の
四

智
説
を
引
き
つ
い
だ
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
へ
展
開
さ
れ
、
『
摂
大
乗
論
』
に
は
ほ
ぼ
確
立
さ
れ
、
つ
い
に
『
成
唯
識
論
』
に
至
っ
て
完
成
さ

れ
た
の
で
あ
品
。

こ
こ
で
、
私
ら
が
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
唯
識
教
学
に
お
け
る
こ
の
転
識
得
智
の
可
能
性
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
迷
い
の

世
界
か
ら
悟
り
の
世
界
へ
の
転
換
の
可
能
性
の
問
題
で
あ
る
が
、
こ
の
点
唯
識
教
学
は
転
識
得
智
の
可
能
の
根
拠
と
し
て
、
依
他
起

性
と
い
う
共
同
の
場
を
そ
の
根
底
に
置
い
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
私
ら
の
白
常
経
験
の
世
界
（
遍
計
所
執
性
の
世
界
）
よ
り
悟
り

の
世
界
（
円
成
実
性
の
世
界
）
へ
の
転
換
が
可
能
な
の
は
、
こ
の
両
世
界
が
同

一
の
場
即
ち
、
依
他
起
性
と
い
う
共
同
の
場
に
お
い
て

考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
唯
識
教
学
は
依
他
起
性
に
お
い
て
の
転
捨
（
流
転
門
）
が
遍
計
所
執
の
世
界
で
あ

り
、
転
得
（
還
滅
門
）
が
円
成
実
性
の
世
界
で
あ
る
と
い
う
依
他
起
を
中
心
と
し
た
世
界
転
換
の
原
理
を
そ
の
根
底
に
置
き
、
そ
れ
を

恨
拠
に
し
て
修
行
道
に
向
っ
た
の
で
あ
品
。

会
こ
で
、
大
乗
の
菩
薩
と
し
て
の
円
成
実
性
の
世
界
を
目
ざ
し
て
修
道
す
る
瑞
伽
唯
識
論
者
達
に
は
、
転
識
得
智
へ
的
五
段
階
の

修
習
（
資
糧
位
F
加
行
位
・
通
達
位
・
修
習
位
・
究
寛
位
）
に
よ
っ
て
、
能
所
の
分
別
有
執
が
寂
滅
し
た
こ
と
の
上
に
顕
わ
れ
る
無
分
別

智
と
そ
れ
と
相
対
面
し
て
清
浄
世
間
智
と
が
顕
わ
に
な
る
が
、
こ
こ
で
い
う
清
浄
世
間
智
と
は
、
世
間
を
超
え
た
無
な
る
般
若
波
羅

蜜
多
の
智
慧
と
し
て
の
無
分
別
智
を
根
本
と
し
て
あ
ら
わ
れ
出
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
有
執
に
捉
え
ら
れ
る
こ
と
な
く
常
に
無
な
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る
般
若
へ
の
ひ
る
か
え
り
を
持
ち
、
有
執
な
る
煩
悩
を
寂
滅
し
て
世
間
を
浄
化
し
て
い
く
清
浄
な
る
世
間
智
を
い
う
の
で
あ
る
。
即

ち
、
彼
ら
は
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
縁
起
品
第
一
に
、

h
義
智
作
諸
義
、
言
句
皆
無
垢
。
救
済
苦
衆
生
、
慈
悲
為
性
故
。
巧
説
方
便
法
、
所
謂
最
上
乗
、
為
発
大
心
者
、
略
以
五
義
現
」
と

う
に
、
智
慧
あ
る
が
故
に
迷
い
の
生
死
に
住
せ
ず
（
根
本
無

日
由
衆
生
無
尽
故
無
究
克
。
無
現
克
故
不
住
－
浬
諜
」
と
説
い
て
い
る
よ

分山別
ιー
の
働
き
）
、
大

f
あ
る
が
放
に
浬
繋
に
住
せ
ず
（
清
浄
世
間
智
の
働
き
）
と
い
う
立
場
に
立
ち
、
煩
悩
迷
妄
の
有
執
を
捨
て
堆

れ
、
ま
た
空
性
に
停
滞
し
よ
う
と
す
る
小
乗
の
智
慧
を
否
定
し
て
、

一
切
衆
生
の
世
間
を
清
浄
化
し
よ
う
と
す
る
無
住
処
浬
ヴ
叶

界
を
め
ざ
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
’う
し
た
当
然
の
帰
結
と
し
て
顕
わ
れ
た
の
が
報
身
仏
思
想
（
利
他
身
）
に
外
な
ら
な
か

J
i
u

で
あ
ぺ
こ
町
仏
身
お
よ
び
仏
智
に
関
し
て
、
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
は
、

一
十
次
説
諸
仏
法
界
清
浄
。
二
障
巳
永
除
、
法
如
得
＝
清
浄
、
諸
仏
及
縁
智
、
自
在
亦
無
尽
」
と

一
一
一
切
＝
種
如
智
、
修
清
浄
法
界
困
、
利
楽
－
花
衆
生
、
此
果
亦
無
尽
」
と

ー
謂
起
身
業
口
業
心
業
、

一
切
時
教
＝
化
衆
生
故
、
（
中
略
）
論
具
＝
足
二
門
二
緊
お
＝
方
便
－
故
」
と

…一次
…
孔
諸
仏
三
身
（
中
時
）

一
切
諸
仏
芳
一
一一
種
身
－
一
者
自
性
身
、
由
－
一
転
依
一
月
故
。
二
者
食
身
、

身
ブ
伊
作
所
化
衆

ι利
益
故
。
此
中
応
知
、
自
性
身
為
＝
食
身
化
身
依
止
、
由
主
・
本
並
」
と

「
応
知
受
用
身
復
是
化
身
因
」
と

日
化
身
諸
仏
於

一
切
時
化
作
無
量
差
別
（
中
略
）
食
身
以
－
百
利
成
就
－

A
相。

下
d
l

＝

－

中

上

’f｝
 

由
於
大
集
衆
中
作
法
論
故
。

下

＝

4

三
者
化

化
身
H
J
他
利
成
就
苅
相
。
訓
此
二
利
一
切
種
成
就
故
」

或
現
出
土
、

或
現
得
官
民
、
或
現
－
般
浬
異
訓
是
種
々
一
不
可
方
便
一

皆
令
衆

で

r

肝
復
次
化
身
者

o
F一
切
時
一
教
社
衆
生
、
或
現
＝
工
月
、

生
而
得
群
脱
。
此
是
他
利
成
就
相
」と

肘
応
知
比
三
身
摂
＝
一
切
諸
仏
身
－
。
ぷ
現

一
切
自
利
他
利
依
止
故
」
と
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炉
一
切
諸
仏
有
甘
種
費
（
中
略
）
彼
鏡
智
以
不
動
－
為
相
。
恒
為
－
余
三
智
之
所
依
止
。

（
中
略
）
転
京
八
識
得
議
賞
、

賞
、
転
E

第
六
識
得
主
観
賞
、
転
－
前
五
識
－
得
存
事
智
－
」
と

一
ん
此
傷
顕
～
不
卒
等
智
用
－
（
中
略
）
諸
仏
如
来
於
＝
一
切
舟
随
逐
衆
生
、

即
是
法
身
」
と

転
第
七
識
得
卒
等

98 

何
以
故
、

大
慈
大
悲
無
－

W
絶
－
故
。
（
中
略
）

伽
是

一
切
此
前
二
智

わ
観
智
於
有
識
一
切
境
界
－
恒
盤
い
障
昇
、
警
如
し
大
蔵－

F
一
切
陀
羅
尼
門

一
切
三
昧
門
－而為畠
依
止
〕

h
此
観
智
即
是
食
身
」
と

酌
此
作
事
智
即
是
化
身
」
と
し
て
、

間

三
身
説
｜
自
性
身
・
食
身
・
化
身
。
刷
転
識
得
智
の
内
容
｜
四
智
。
川

三
身
と
四
智
と
の
対
比
と
を
説
い
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
の
思
想
を
綜
合
し
て
見
る
と
、
ま
ず
法
身
と
は
清
浄
法
界
（
智
）
、
真
如
そ
の
ま
ま
に
し
て
、

大
智
蔵
・
因
・
依
・
無
分
別
智
を
顕

わ
す
大
円
競
智
（
自
利
）
と
清
浄
併
問
符
を
顕
わ
す
卒
等
性
智
（
利
他
）
の
二
智
と
し
て
の
自
性
身
に
代
表
せ
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
自
性

身
の
具
体
化
さ
れ
た
姿
と
し
て
食
身
（
無
分
別
智
H
自
利
）
と
化
身
（
清
浮
世
間
智
H
H
利
他
）
と
が
顕
わ
れ
て
い
る
。

即
ち
、
こ
の
論
は
仏
身
を
自
利
（
無
分
別
智
）
と
利
他
（
清
浄
世
間
智
）
と
の
二
面
に
分
け
て
考
え
て
い
る
。

い
わ
ば
、

自
利
の
面
を

現
わ
し
て
レ
る
大
円
鏡
智
（
転
八
識
）
と
妙
観
察
智
（
転
六
識
）
と
を
無
分
別
智
に
置
き、

利
他
の
面
を
現
わ
し
て
い
る
卒
等
性
智
（
転

七
識
）
と
成
所
作
智
（
転
前
五
識
）
と
を
清
浄
世
間
智
の
面
に
置
い
て
考
え
て
い
る
。
即
ち
、

大
円
鏡
智
と
卒
等
性
智
は
法
身
と
し
て

こ
の
自
性
身
の
具
体
化
さ
れ
た
智
と
し
て
の
妙
観
察
智
と
成
所
作
智
は
、
各
々
食
身（
自

の
自
性
身
（
自
利
・
利
他
）
の
智
で
あ
り
、

利
）
と
化
身
（
利
他）

の
智
で
あ
る
と
考
え
て
い
品
。

つ
ま
り
、
大
乗
菩
薩
と
し
て
円
成
実
性
の
世
界
を
目
ざ
し
た
瑞
伽
唯
識
論
者
達
に
お
い
て
は
、
能
所
の
分
別
有
執
が
寂
滅
し
た
こ

と
の

Y
に
顕
わ
れ
る
無
分
別
智
の
獲
得
は
勿
論
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
’
無
分
別
智
の
熟
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
清
浄

世
間
智
こ
そ
、
彼
ら
の
最
後
の
目
的
地
で
あ
っ
た
に
違
い
は
な
い
。
従
っ
て
こ
の
よ
う
な
衆
生
世
間
を
浄
化
化
し
よ
う
と
す
る
誓
願

が
自
性
身
・
食
身
・
化
身
と
い
う
三
身
の
仏
身
論
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
三
）
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
を
中
心
と
す
る
『
宝
性
論
』
と
『
成
唯
識
論
』
と
の
対
比

『大
乗
荘
厳
経
論
』
と
同
じ
く
、
如
来
蔵
思
想
史
の
第
二
期
の
論
書
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
『
宝
性
論
』
に
も
法
身
・
色
身
（受
用
身
）・化

前

身
と
の
三
身
を
立
て
て
い
る
が
、
唯
だ
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
は
求
道
者
が
発
心
し
て
菩
薩
道
に
入
り
、
種
々
な
る
修
行
の
階
梯
を
経
て
究

克
智
に
至
る
と
い
う
向
上
的
炉
向
を
力
説
す
る
瑞
伽
行
唯
識
派
の
立
場
で
あ
る
の
で
、
成
所
作
智
の
清
浄
世
間
智
を
生
み
出
す
依
り

所
と
し
て
の
妙
観
察
智
の
獲
得
即
ち
、
食
身
に
三
身
の
中
心
が
置
か
れ
た
の
に
対
し
て
、
『
宝
性
論
』
は
衆
生
の
内
に
内
在
す
る
如
来

性
が
現
成
し
、
如
来
法
身
と
し
て
現
わ
に
な
り
、
そ
の
完
成
さ
れ
た
如
来
（
法
身
）
が
大
悲
を
も
っ
て
受
用
身
・

変
化
身
を
示
現
す
る

と
い
う
向
下
的
方
向
を
重
視
す
る
如
来
蔵
思
想
の
立
場
で
あ
る
の
で
、

受
用
身
と
変
化
身
の
所
依
と
し
て
の
如
来
法
身
に
三
身
の
中

心
が
置
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
品。

ま
た
、

三
身
と
四
智
に
対
す
h
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
と
『
成
唯
識
論
』
の
立
場
を
見
る
と
、
図

一
の
よ
う
に
、
『
成
唯
識
論
』
は
法
身
を

自
性
身
・
受
用
身
・
変
化
身
と
の
三
相
に
、
さ
ら
に
受
用
身
を
自
受
用
身
と
他
受
用
身
に
分
け
て
、

実
在
に
は
四
身
論
の
立
場
に
立

っ
て
レ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
自
受
用
身
、

他
受
用
身
、
変
化
身
に
四
智
を
あ
て
は
め
、
自
性
身
は
加
来
真
浄
法
界
と
し
て
の
み

認
め
て
智
と
し
て
は
何
も
説
明
さ
れ
て
な
い
。
従
っ
て、

「自
性
身
は
食
身
と
化
身
の
所
依
で
あ
る
」
と
説
く
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
の
説

も
あ
っ
て
、
こ
の
二
つ
の
論
を
定
理
し
て
見
る
と
、

密
教
で
言
う
〈
法
界
体
性
智
〉
は
『
成
唯
識
論
』
の
自
成
身
の
智
に
あ
て
は
め
る
こ

と
が
出
来
、
こ
こ
に
密
教
の
五
仏
五
智
説
の
根
拠
か
生
ま
れ
て
来
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
初
期
唯
識
論
書
と
い
わ
れ
る
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
を
中
心
と
し
勺
、
竜
樹
↓
無
着
↓
位
親
に
至
る
仏
身
論
の
展
開
と
、
さ

ら
に
完
成
さ
れ
た
唯
識
論
書
の
『
成
唯
識
論
』
と
加
来
蔵
論
書
の
『
宝
性
論
』
と
の
仏
身
論
の
比
較
、
そ
し
て
密
教
の
五
智
五
仏
思
想
の

根
拠
ま
で
も
探
っ
て
見
た
が
、
そ
の
結
果
つ
ぎ
の
よ
う
な
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た。

即
ち
、
（
二
竜
樹
の
教
学
に
お
い
て
は
、
法
身
の
般
若
波
羅
蜜
多
の
空
性
勝
義
諦
が
世
間
的
実
用
の
世
俗
諦
と
し
て
展
開
し
、
そ

の
四
聖
諦
と
レ
う
世
俗
諦
の
修
行
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
が
空
性
真
如
に
悟
入
す
る
と
い
う
形
態
を
持
ち
、
そ
う
い
う
過
程
か
ら
色
身

と
法
身
と
の
二
身
説
が
生
じ
て
来
た
の
で
あ
る
。
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大乗荘厳経論の三身説

il'fj全身（法身）

食身（I’l手IJ)

化身（利他）

自性身（如来真浄法界）

成所作智

£1受用身
（自利）

他受用身

（利他）

L変化身（利他）

受用身

、静

成唯識論の三身説

100 

〈四智を中心として見た『成雄議論』とr大乗荘厳経論』の仏身説〉

（図

他
方
、
諭
伽
唯
識
派
の
教
学
に
お
い
て
は
、
諭
伽
行
の
修
習
に
よ
る
転
識
得
智
の
過
程
を
経
て
円
成
実
性
の
仏
智
を
得
て

J
1

済
を
め
ざ
し
て
い
く
と
い
う
、
い
わ
ば
無
分
別
智
と
清
浄
世
間
智
と
の
自
利
と
利
他
の
獲
得
と
い
う
形
態
を
持
ち
、
そ
う
レ
う
遅
暫

か
ら
自
性
身

・
食
身

・
化
身
と
レ
う
三
身
説
、が
生
じ
て
来
た
の
で
あ
る
。

（二
）
如
来
蔵
思
想
史
の
第
二
期
の
論
書
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
『大
乗
荘
厳
経
論
』
と
『
宝
性
論
』
と
を
比
較
し
て
見
る
と
十
『
大
乗

荘
厳
経
論
』
は
向
上
的
方
向
を
力
説
す
る
瑞
伽
行
唯
識
派
の
立
場
で
あ
る
の
で
成
所
作
智
の
清
浄
世
間
智
を
生
み
出
す
依
り
所

て
の
妙
観
察
智
の
獲
得
、
即
ち
、
食
身
に
三
身
の
中
心
が
置
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
『

宝
性
論
』
は
向
下
的
方
向
を
力
説
す
る

如
来
蔵
思
想
の
立
場
で
あ
る
の
で
受
用
身
と
変
化
身
の
所
依
と
し
て
の
如
来
（
法
身
）
に
三
身
の
中
心
が
置
か
れ
て
い
る
。

（三
）
『大
乗
荘
厳
経
論
』
と
『
成
唯
識
論
』
と
の
二
論
を
ま
と
め
て
見
る
時
、
密
教
で
言
う
法
界
体
性
智
は
自
性
身
の
智
と
し
て
顕

わ
れ
る
充
分
な
根
拠
が
見
ら
れ
る
。
従

っ
て
、
こ
の
よ
う
な
唯
識
の
四
智
四
仏
か
ら
五
智
五
仏
の
密
教
的
転
換
が
あ
っ
た
こ
と
を
う

ら
付
け
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
わ
れ
ら
は
仏
身
論
の
展
開
過
程
に
お
け
る
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
の
位
置
を
新
た
め
て
承
柑
し
、

二
身
論
か
ら
三
身
論
へ

、

さ
ら
に
唯
識
か
ら
密
教
へ
の
展
開
の
必
然
性
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

（注）
山
仏
身
論
に
対
す
る
研
究
は
す
で
に
多
く
の
学
者
に
よ

っ
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。

長
尾
雅
人

「仏
身
論
を
め
ぐ
り
て
」
『
哲
学
研
究
』
必
の
3

山
口
益

・「
仏
身
観
の
思
想
史
的
展
開
」
『
仏
教
学
セ
ミ
ナ
』

口
、

、

赤
沼
智
善

・
『
仏
教
教
理
の
研
究
』
第
5
章
仏
身
論
、

神
林
隆
浄

・「
四
家
大
乗
と
純
密
教
思
想
」
『
日
仏
年
報
』

8
、

那
順
政
隆

・「
竜
樹
の
仏
身
観
と
法
身
説
法
」
『
仏
教
研
究
』
第

一
巻

一
号、
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西
尾
京
雄
・
「
報
身
仏
の
歴
史
的
研
究
」
『
大
谷
学
報
』
日
の

1
、

ル

l
ベ
ン
・
ア
ビ
ト
・
「
大
乗
荘
厳
経
論
」
と
「
究
寛

一
乗
宝

性
論
」
の
仏
身
論
『
印
仏
研
』
お
の

1
、

平
川
彰
「
仏
陀
観
と
心
」
・
大
智
度
論
を
中
心
と
し
て

『
仏
教
学
第
十
号
』
、

上
記
の
論
文
に
よ
れ
ば
、
経
典
成
立
史
の
順
に
よ
る

仏
身
論
の
展
開
は

つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

’~ 

法性生身（dharmat亙－nir-vrtta-kaya)

l受用身rn相 変（化）身（利他）

食身 Nirmana-kaya 

sambhoga司kaya

法身（dharma-kiiya)

法身（自性身）

dharma-kaya( ~~abhava_kava) 、asraya ’ ／

変（化身）

『1irmiina-l《孟ya

変（化身）

ni rmana-kaya 

経典成立の順による仏身論の展開

『智度論』

『大乗荘厳経論』

応身（受用身）

sambhoga-kaya 

応身（受用身）

Nisyanda-k邑ya

sambhoga・kaya

受用身（利他）

a抽

an’

射
－
叫
戸
射
－
吋

a

e

－－－
i

，Eリ，－
nu

’
e
し
U

，t日E

－an柚

祉

u
a
’K
社
μ

＆

L
R

’l
v

ト

r
t
v

↑

身

M

m
身

M

m

性

め

訂

性

・

山

町

白

w
n
m
自

w
n
m

諦

荘

真

玄
「
I
l
l
l
1」

議
酬乗大HH

 ，．
 

幻
『
智
度
論
』
・
大
正
蔵
お
・
湖

a
、

引

同

・

大

正

蔵

お

・

ω
b、

川

町

同

・

大

正

蔵

お

－

m
a、

日

同

・

大

正

蔵

お

・

硝

b
、

ω
同

・

大
正
蔵
お

・
叩

a

m
長
尾
雅
人
・
前
掲
書
、
山
口
益
・
前
掲
書

割
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
・
大
正
蔵
引
・
附

c
、

船

主

E
Z｝出
E
g
－－
a
3
3一守口
S
E
2
2
Eヨ＼
i
E副
司

E同
3
0
z
r
F
1
3
E
Z
3
ω

『
玄

ωr加
可
釦
ロ

ωmU同吋
mvFヨ
rmvE』
－

u
・
品
小

川
『
解
深
密
経
』
・
大
正
蔵
日
・

m
b、

『
瑞
伽
師
地
論
』
・
大
正
蔵
汎
・

m
c、

『
仏
地
経
』
・
大
正
蔵
日
・

m
a

『
摂
大
乗
論
釈
』
・
大
正
蔵
訂
・
制

a
、

『
成
唯
識
論
』
・
大
正
蔵
汎
・
日

c
！
日

c
、

勝
又
俊
教
・
『
仏
教
に
お
け
る
心
識
説
の
研
究
』
加

a
l
m
a
参
考
せ
よ
。

仙
武
内
紹
晃
・
「
依
他
起
性
を
め
ぐ
っ
て
」
『
仏
教
学
セ
ミ
ナ
』

訂
号
・
白
頁
。

間
『
成
唯
識
論
』
・
大
正
蔵
乱
・
日
明
b
、

同
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
・

大
正
蔵
汎
・
別
b
、

相
同
・
菩
提
口
川
・
日
偏
（
偽
の
番
号
は
『
国
訳

一
切
経
』
の
番
号
に
よ
っ
た
）

同
山
口
誌
・
前
掲
書

同’幅

変化身（利他）法身（自性身）（自利）r宝性論』
。

〈

釦

円

ω＼
小
判

変化身

応身

Ni rmana-kaya 
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受用身1自受用身
l他受用身

報身

vipaka-kaya 

「法身有三栴」として、自性身

法身

dharma-kiiya 

『成唯議論』

『大乗起信論』
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(29) (28) (27）伽；） (25) (24) (23) (22)位1）位。 (19)(18) (1乃（16)
・司

w 同大
の

乗
問

荘
警 厳

経
Jコ ラι

員同

‘－ Tて菩
ー’可

ロ成 響
喜重 聞

－ 

の；； 6968 67 66 62 60 59 58 57 55 53 52 51 
体 r 偶偶偶偶偶偶 f~ f島帰国偶 ｛易協
大 河
正仏
31地

経
56論

色，

a Lt 
」ーヵ、
ノモ な
正 h

26抱
302司、
a ェ色
』／ n冊
、じ

τて
四る
智。

の即
所ち
縁

大
正
31 

56 
c 
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こ
の
二
つ

の
論
は
ほ
と
ん
ど
同

一な

l
m
a
）、（
C

）
転
識
得
智
の
位
次
（
大
正
出
・
日
b
、
大
正
お

・
制
a
）
等
を
説
明
し
て
い
る
。

大
正

m－
m
c

」
の
説
を
簡
潔
に
示
せ
ば
、

立
場
に
な
っ
て

古
来
「妙
観
卒
等
初
地
分
得
、

大
円
成
事
唯
仏
果
起
L

と
い

っ
て
四
智
の
成
立
過
程
を
説
明
し
て
い
る
し
、

ま
た
、

大円鏡智［無分別智

l無分別智・後得智（0)

平等性智［後得智

l無分別智
l無分別智・後得智（0)

妙観察智一無分別智・後得智（0)

成所作智｜無分別智

l後得智（0)

右

の

よ

う

に

、

無

分

別

智

と

後

書

と

の

関

係

を

含

ん

だ

四

智

す

け

門

店

ド

ト

ロ

リ

ιれ
れ
れ
い
れ

っ
て
、
本
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
の
仏
身
論
の
鍵
で
も
あ
ろ
う。

足
』
初
日

7

〉
と
の
二

つ
の
解
釈
に
重
点

提
品
回
偶
）
と
『
成
唯
識
論
』
の
白
受
用
身
（
大
円
鏡
智
）
他
受
用
身
（
平
等
性
智
）
〈
大
正
汎
・
日

C
1
5
c

室
内
つ
は
甘
い
い

U1HHfuuu一一重
構
造
に
な
る
の
で
あ
る
。
（
図
参
照
）
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『大乗荘厳経論』における仏身論及び仏智の二重徳造 （凡夫の修行道）

一l；悲＼転:}("f[Z:ド一一第七識
白

｜同一 ⑪ 一 利他

〈自性身〉

大円鏡智 平等性智

（無分別智） （清浄世間智）

II 
因

図 （2)

妙観察智〈食身〉 I陀羅尼l"JL転
｜ ）←一一第六議

（無分別智）＝自利 l三昧門 ／ 

｛衣

主一 両iJ五識ri¥i：所作智〈化身〉一大方便

(i清浄世間智）＝手lj他

蔵智

転

識

大

f
i
l－
－

八第
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P ：凡夫の位償

PA：陀経尼門と三川、l"Jとによる妙観察智の獲得（自利）

AB：太方便の利他行の修習による成所作智の獲得（利他）

Bo ： 似本平等の利他行の修習による平等性智と大門鏡智の獲得（ ~I 利・利他）

図 （3）、

（図 2による変化図）

い
わ
ば
、
内
円
は
自
利
の
大
円
鏡
智
（
無
分
別
智
）
と
利
他
の
卒
等
性
智
（
清
浄
世
間
智
）
と
を
蔵
す
る
法
身
即
ち
自
性
身
と
な
り
、

外
円
は
諭
伽
修
行
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
自
利
の
妙
観
察
智
（
無
分
別
智
）
と
利
他
の
成
所
作
智
（
清
浄
世
間
智
）
と
の
食
身
と
化
身

に
な
る
。
即
ち
、
瑞
伽
行
者
は
妙
観
察
智
（
自
利
）
↓
成
所
作
智
（
利
他
）
の
修
習
に
よ
っ
て
内
円
の
表
面
に
入
り
、
そ
こ
に
お
い

て
さ
ら
に
修
習
し
て
仏
の
智
（
四
智
の
獲
得
）
に
到
る
と
い
う
過
程
を
ふ
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、

わ
れ
ら
凡
夫
は
陀
羅
尼
門
と
三
昧
門
と
の
修
習
に
よ
っ
て
第
六
識
を
転
じ
て
無
分
別
智
の
妙
観
察
智
を
得
、
こ
こ
で
は
じ
め
て

外
円
の
表
面
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
大
方
便
の
利
他
行
の
修
習
に
よ
っ
て
前
五
識
を
転
じ
て
清
浄
世
間
智

の
成
所
作
智
を
得
、
こ
こ
で
は
じ
め
て
内
円
の
表
面
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
、
法
身
取
得
の
資
絡
者
と
な
る
の
で
あ
る
。
瑞
伽

行
者
は
そ
こ
で
さ
ら
に
根
本
卒
等
の
利
他
行
の
修
習
に
よ
っ
て
第
七
識
を
転
じ
て
平
等
性
智
を
得
、
第
八
識
を
転
じ
て
大
円
鏡

智
を
得
て
こ
こ
で
は
じ
め
て
法
身
と
な
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
の
仏
身
論
お
よ
び
仏
身
と

四
智
と
の
関
係
は
瑞
伽
行
者
の
修
行
道
に
し
て
凡
夫
が
仏
と
な
る
過
程
を
説
明
し
た
こ
と
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の

二
重
構
造
こ
そ
色
身
か
ら
法
身
へ
の
竜
樹
教
学
を
具
体
化
さ
せ
、
大
乗
仏
教
と
し
て
の
利
他
の
面
を
強
調
し
た

そ
の
根
拠
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

側
如
来
蔵
と
阿
頼
耶
識
と
を
同
時
に
説
き
つ
つ
未
だ
両
者
の
関
係
を
明
ら
か
に
は
論
じ
な
い

一
類
の
論
書
を
如
来
蔵
思
想
史
の
第

二
期
の
論
書
と
す
る
が
、
『
大
乗
荘
聞
廠
経
論
』
は
『
撰
大
乗
論
』
・
『
十
地
経
論
』
・『
宝
性
論
』
・
『
仏
性
論
』
と
共
に
こ
の
第
二
期
の
論

書
に
当
た
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
勝
又
俊
教

・
『
仏
教
に
お
け
る
心
識
説
の
研
究
』
六
一
四
項
。

側

「
三
種
仏
身
。
所
謂
実
仏
・
受
法
楽
仏
・
化
身
仏
」
（
大
正
蔵
出

・
抑
C

）

悶

R
・
ア
ビ
ト
・

「大
乗
荘
厳
経
論
と
究
克

一
乗
宝
性
論
の
仏
身
論
（
印
仏
研
却
の

1
）

倒
神
林
隆
浄

・「
四
家
大
乗
と
純
密
教
思
想
」
（
日
仏
年
報
8
）、

「唯
識
思
想
と
純
密
教
」
（
宗
教
研
究

・
新
日
の
1
）
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雲
虚
竜
河
著
『
仏
教
辞
典
』
東
国
大
学
訳
経
院
刊
、
五
九
九
頁
参
照
。

側
赫
連
挺
『
均
如
伝
』
第
六
「
感
通
神
異
分
」
条
（
金
知
見
編
『
均
如
全
書
』
下
巻

十

則
前
註
仰
に
同
じ
。

間
前
註
側
に
同
じ
（
『
均
如
全
書
』
六

O
六
頁

ω赫
連
挺
『
均
如
伝
』
第
九
「
感
応
降
魔
分
」
条
（
金
知
見
『
前
謁
書
』
六一

七
頁

例
河
玄
綱
「
豪
族
と
王
権
」
（
『
韓
国
史
』
四
号

一一一一一一頁
）
参
照
。

一
九
七
四
年

間
赫
連
挺
『
均
如
伝
』
第
八
「
訳
歌
現
徳
分
」
条
（
金
知
見
編
『
均
如
全
書
』
下
巻

側
李
丙
霧
著
『
新
修
韓
国
史
大
観
』

一
九
三
頁
。
普
門
閣
刊

一
九
六
四
年
。

、．，禽則

第一条（名称）本舎長新羅仏教研究舎叫称社斗．

第二条（目的）本会七会員相互間判親睦合図謀井三工学究生活全通せ

国仏教中輿立J7.J.告模索言ト叶， i+oト7ト韓日両国間企1親善交流叶l

与す含ユ目的主主吐斗．

第三条（事業）本会セ前条判目的合せ4斗7］属叫c9下記判事業全施行

せ斗．

(1）会員斗相互親睦金属せ会合

(2）仏教学叶関せ修士論文以上司研究論文（「韓国仏教学

Seminar JE.］瑳刊）．

(3）其他仏教文化啓設事業叫1寄与科三l，韓日文化親善叫l三告。1司七

学術的事業．

第四条（事務所）本舎七事務所号会長企l住所地刊を斗．

韓

寄

新羅仏教研究曾
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ハ

O
五
頁

国
史
編
集
委
国
会
編
。

ハ
一
六

1
六

一
七
頁
）

参
照
。

者豆

賛助吾舌ト七者．

2 人主l 千社全 ~o-1

員

第五条（会員）本会主l 会員~正会員斗名誉会員ユ司五特別会員~5:.. 構

成せ斗．

(1）正会員名日本圏内判各大学，大学院要研究機関吋l在籍古怯

仏教学徒主λf，仏教学要仏教学関係学含専攻斗叶 大韓民国立l

国是吾遵守吉トセ者．

(2）名誉会員毛

7ト正会員中帰国吐者．

斗．日本吋1ペ留学合ロト社仏教学要仏教関係学告専攻せ

ペ帰国吐者．

(3）特別会員全本会主l趣旨吋1
第六条（入会）本会主l会員。1司王；；：-1

賛同叫o~ 財政的

叫七者七正会員
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